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本尻

初,g
迫

退

跡

所
在
地
　
　
　
宮
城
県
遠
田
郡
小
牛
田
町
字
新

一
本
柳

。
一
本
柳

・
塩
堡

調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
八
月
―

一
二
月

第
二
次
調
査
　
一
九
九
六
年
四
月
１

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
宮
城
県
教
育
委
員
会

・
小
牛
田
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
菊
地
逸
夫

・
山
田
晃
弘

・
茂
木
好
光

・
伊
藤
　
裕

。

菅
原
弘
樹

。
星
　
清

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
屋
敷
跡

遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

・
平
安
時
代
、
申
世
、
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
本
柳
遺
跡
は
宮
城
県
北
中

央
部
の
大
崎
低
地
東
縁
部
に
位

置
し
、
鳴
瀬
川
左
岸
に
形
成
さ

れ
た
標
高
約

一
〇
ｍ
の
自
然
堤

防
上
に
立
地
す
る
。
奈
良

・
平

安
時
代
、
中
世
、
近
世
の
複
合

衛

連退
跡
で
、
東
西
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
以
上
、

誦

南
北
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
ほ
ど
の
広
が
り

を
も

つ
。
調
査
は
鳴
瀬
川
中
流

域
堰
関
連
工
事
に
伴
う
も
の
で
、　
一
九
九
八
年
度
の
調
査
で
も
木
簡
が
出
土
し

て
い
る

（本
誌
第
二
一
号
）。
今
回
報
告
す
る
の
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
第

一
次

・

第
二
次
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
で
あ
る
。
調
査
面
積
は
合
わ
せ
て
約
六
五
〇

〇
ポ
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
両
調
査
の
成
果
を

一
括
し
て
紹
介
す
る
。

奈
良

・
平
安
時
代
の
遺
構
に
は
、
掘
立
柱
建
物
九
棟
の
ほ
か
、
溝
、
土
坑
、

小
溝
状
遺
構
が
あ
る
。
建
物
は
総
柱
建
物
を
主
体
と
し
た
倉
庫
群
と
み
ら
れ
、

人
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
頃
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

中
世
で
は
、
屋
敷
が
五
軒

（屋
敷

一
―
五
）
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

屋
敷

一
ｔ
三
は
そ
れ
ぞ
れ
溝
で
方
形
に
囲
ま
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
屋
敷
三
の

溝
の
南
辺
で
は
土
橋
も
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
屋
敷

一
と
二
は
調
査
区
内
を
東

西
に
走
る
用
排
水
路
と
み
ら
れ
る
溝
を
挟
ん
で
、
南
側
と
北
側
に
営
ま
れ
て
お

り
、
溝
と
各
屋
敷
の
間
は
通
路
と
な
っ
て
い
る
。

屋
敷
の
規
模
は
、
調
査
区
の
制
約
の
た
め
不
明
な
も
の
も
あ
る
が
、
屋
敷

一

が
東
西
約
七
〇
ｍ
、
南
北
四
〇
ｍ
、
屋
敷
二
が
東
西
七
〇
ｍ
以
上
、
南
北
八
ｍ

以
上
、
屋
敷
三
が
東
西
五
〇
ｍ
以
上
、
南
北

一
二
ｍ
以
上
で
あ
る
。
内
部
の
様

子
は
屋
敷

一
が
比
較
的
明
ら
か
で
、
多
数
の
掘
立
柱
建
物
や
井
戸
、
土
坑
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
敷
地
利
用
に
は

一
貫
し
た
継
続
性
が
認
め
ら
れ
、
建

物
は
敷
地
の
中
央
部
西
寄
り
と
北
側
の
ニ
カ
所
に
、
井
戸
は
建
物
の
周
囲
に
集

中
し
、
敷
地
の
北
西

・
南
西

・
南
東
部
は
空
閑
地
と
な
っ
て
い
る
。
建
物
の
配

置
も
規
則
的
で
、
西
寄
り
に
主
屋
と
み
ら
れ
る
大
型
の
東
西
棟
、
北
側
に
雑
舎

を
並
べ
て
い
る
。
居
住
者
は
、
屋
敷
の
規
模

・
規
則
性

・
継
続
性
か
ら
在
地
領
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主
程
度
の
武
士
が
想
定
さ
れ
る
。
屋
敷
二
と
三
の
内
部
や
居
住
者
の
詳
細
は
わ

か
ら
な
い
が
、
区
画
の
規
模
か
ら
み
る
と
屋
敷

一
と
同
じ
よ
う
な
も
の
と
思
わ

れ
る
。
屋
敷

一
―
三
の
年
代
は
、
屋
敷
を
囲
む
溝
や
内
部
の
遺
構
、
及
び
屋
敷

一
と
二
の
間
に
あ
る
用
排
水
路
出
土
の
陶
磁
器
類
か
ら
、
屋
敷

一
と
二
が

一
五

世
紀
頃
、
屋
敷
三
が

一
六
世
紀
頃
と
み
ら
れ
る
。

木
簡
は
溝
Ｓ
Ｄ
四
九
か
ら

一
点
、
溝
Ｓ
Ｄ
五
〇
か
ら
二
点
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
二

〇
か
ら

一
点
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
四
九
は
前
述
の
屋
敷

一
と
二
の
間
を
東
西

に
走
る
用
排
水
を
兼
ね
た
水
路
で
あ
る
。
上
幅
三

・
五
ｍ
深
さ

一
・
Ｏ
ｍ
ほ
ど

で
、　
一
九
二
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
木
筒
以
外
で
は
多
数
の
陶
磁
器

・
か
わ
ら
け

を
は
じ
め
、
刀
子

・
鎌
な
ど
の
鉄
製
品
、
板
草
履

・
箸

・
曲
物
な
ど
の
木
製
品
、

興
寧
元
宝

。
皇
朱
通
宝
な
ど
の
宋
後
、
板
碑
の
破
片
な
ど
が
出
土
し
た
。
陶
器

は
在
地
産
の
も
の
よ
り
常
滑

・
渥
美

・
古
瀬
戸
な
ど
東
海
産
の
も
の
が
多
い
。

磁
器
に
は
白
磁
の
ほ
か
、
龍
泉
窯
系
の
青
磁
が
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
五
〇
は
屋
敷
三
を
囲
む
溝
で
、
南
辺
と
東
辺
の
一
部
五
三
ｍ
分
を
検
出

し
た
。
上
幅
は
三

・
Ｏ
ｍ
、
深
さ
は

一
・
五
ｍ
ほ
ど
あ
る
。
木
簡
以
外
で
は
多

数
の
陶
磁
器

。
か
わ
ら
け
を
は
じ
め
、
石
鉢

・
茶
臼
な
ど
の
石
製
品
、
折
敷

・

板
草
履

・
下
駄
な
ど
の
木
製
品
が
出
土
し
た
。
陶
磁
器
の
内
容
は
前
述
の
Ｓ
Ｄ

四
九
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

Ｓ
Ｅ
三
二
〇
は
屋
敷
三
に
伴
う
直
径

一
・
五
ｍ
深
さ

一
・
五
ｍ
ほ
ど
の
素
掘

り
の
井
戸
で
あ
る
。
木
簡
以
外
で
は
龍
泉
窯
系
の
青
磁
、
無
釉
陶
器
、
か
わ
ら

け
、
漆
塗
椀
、
折
敷
、
小
刀
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

溝
Ｓ
Ｄ
四
九

ω
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＜
日
日
日
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（ざ
Ｘ
ｓ
×
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溝
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五
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日
日
日
日
日
日
日
日
日
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⑤
　

口

国

　

　

　

　

　

　

　

　

（こ

×
］き

憂

井
戸
Ｓ
Ｅ
≡

一〇

ω

　

日

‐ 十

日

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

［

認

×

輌

い

寓

Ｐ

四
点
と
も
墨
痕
が
薄
く
不
鮮
明
で
、
判
読
は
難
し
い
。
①
は
上
端
左
右
に
切

り
込
み
が
あ
り
、
荷
札
と
み
ら
れ
る
。
三
、
四
文
字
分
ほ
ど
の
墨
痕
が
あ
る
。

②
は
由
物
の
側
板
に
墨
書
し
た
も
の
で
、
五
、
大
文
字
ほ
ど
と
み
ら
れ
る
。
①

も
曲
物
側
板
の
片
面
に
書
か
れ
た
も
の
。
い
は
曲
物
底
板
の
片
面
に
墨
痕
が
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

宮
城
県
教
育
委
員
会

『
一
本
柳
遺
跡
』
Ｉ
、
Ⅱ

（
一
九
九
八
年
、
一
一〇
〇
一
年
）

（吉
野
　
武

〈宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
し

に

⑪




